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知能演習 第４回 

〔№ １〕半径２ｍの円の外側に、円周に沿った幅１ｍの帯状の部分がある。これにペン

キを塗るのに 250ｇ必要である。半径５ｍの円の外側を幅１ｍの帯状に塗るとしたら

ペンキは何ｇ必要か。 

１ 500ｇ 

２ 510ｇ 

３ 520ｇ 

４ 540ｇ 

５ 550ｇ 

 
〔№ ２〕ある仕事を完成させるのに、Ａだけで行うと 12 日間を要し、Ｂだけで行うと 18

日間を要し、Ｃだけで行うと 24 日間を要する。この仕事をＡだけで初めの何日間か

を行い、残りをＢ、Ｃが１人ずつ順に行ったとき、この仕事を完成させるのに 20 日

間を要した。Ｂの仕事を行った日数がＡの仕事を行った日数の３倍であったとする

と、Ｃの仕事を行った日数はどれか。ただし、Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれが行う１日当

たりの仕事量は一定であるものとする。 

１ ８日間  

２ 10 日間 

３ 12 日間 

４ 14 日間 

５ 15 日間 

 

〔№ ３〕Ａ～Ｇの７人は、ある週の月曜日から日曜日までの当番を以下のように決めた。

このとき、これらのことから確実にいえることは、次のうちのどれか。 

  ＊ ＣはＡの２日後である。 

  ＊ ＥはＣの２日後である。 

  ＊ ＦはＧの３日後である。 

  ＊ ＢはＤの４日後である。 

１ 月曜日の当番はＡである。    

２ 火曜日の当番はＤである。 

３ 水曜日の当番はＣである。    

４ 木曜日の当番はＦである。 

５ 金曜日の当番はＥである。 
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〔№ ４〕Ａ～Ｅの５人が徒競走を行うことになり、競争前に一郎以下８人が次のように

順位を予想した。 

  一郎：ＥはＡよりも上位だろう。 

  二郎：ＢはＣよりも上位だろう。 

  三郎：Ｄは２位だろう。 

  四郎：ＥはＢよりも上位だろう。 

  五郎：Ｃは３位だろう。 

  六郎：ＤはＥよりも上位だろう。 

  七郎：ＤはＣよりも上位だろう。 

  八郎：ＣはＡよりも上位だろう。 

 競争後、予想がはずれたのは１人だけで、またＡ～Ｅの中に同着はなかったものと

すれば、Ｅは何位であったか。 

１ １位 

２ ２位 

３ ３位    

４ ４位    

５ ５位 

 

 

〔№ ５〕次の図の平面図、正面囲および側面図で表される立体の辺の数として、妥当な

ものはどれか。ただし、辺とは２つの面の交線をいうものとし、構成する面が変わ

るごとに別の辺として数えるものとする。 

 

１ 18 

２ 19 

３ 20 

４ 21 

５ 22 
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〔№ ６〕Ａ、Ｂ２社で従業員の在職年数を調べたら表のような結果が出た。この表から

確実にいえることは次のうちどれか。 

 Ａ Ｂ 

１年未満 6.6％ 7.9％

１～２年 19.7 22.2

２～３年 18.8 19.0

３～４年 9.0 14.3

４～５年 11.4 9.5 

５～６年 5.7 ― 

６～７年 8.2 6.4 

７～８年 6.6 4.8 

８～９年 7.4 ― 

９～10 年 ― ― 

10 年以上 6.6 15.9

 

１ 平均年齢はＡ社の従業員のほうが高い。 

２ 平均勤続年数はＢ社の従業員のほうが長い。 

３ ＡＢ両社とも半数以上が、勤続４年未満で辞めている。 

４ ＡＢ両社とも７年以上勤続した者は、約 20％である。 

５ Ａ社はＢ社より社歴が新しく若い人が多い。 
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知能演習 第４回 解説 

〔№ １〕 正答 ５    

 半径２ｍの円の外側の、幅１ｍの帯状の部分の面積は、 

   ９π－４π＝５π 

 半径５ｍの円の外側の、幅１ｍの帯状の部分の面積は、 

   36π－25π＝11π 

面積は
11

5
倍になるから、ペンキの量もこれに比例する。よって必要なペンキの量は、 

   250×
11

5
＝550〔ｇ〕 

 

〔№ ２〕 正答 ３    

 Ａの仕事を行った日数を x 日間とおくと、Ｂの仕事を行った日数は３x 日間、Ｃ

の仕事を行った日数は（20－４x）日間となる。Ａ、Ｂ、Ｃの仕事の速さはそれぞれ

１日当たり 

  Ａ＝
1

12
  Ｂ＝

1

18
  Ｃ＝

1

24
 

であるから、次の式が立つ。 

    
1

12
ｘ＋

1

18
×３x＋

1

24
(20－４x)＝１ 

 ∴ x＝２ 

よって、Ｃの仕事を行った日数は 

     20－４×２＝12［日］ 

 

〔№ ３〕 正答 ２     

 第１の条件と第２の条件より、Ａ○Ｃ○Ｅの順で並んでいることがわかる。月曜日

から日曜日におけるこの３人の当番のあり得る場合は、表Ⅰのように３通りしかない。

ここに、第３の条件「ＦはＧの３日後」を加えようとすると、（１）の場合、Ｇは木

曜日、Ｆは日曜日となり、（３）の場合、Ｇが月曜日、Ｆが木曜日となる。（２）の場

合はＧの３日後のＦを入れることはできない。残った空欄には第４の条件よりＢとＤ

が入ることになる(表Ⅱ)。以上より、選択肢を検証すると、選択肢２が正解となる。 
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 月 火 水 木 金 土 日 

⑴ Ａ  Ｃ  Ｅ   

⑵  Ａ  Ｃ  Ｅ  

⑶   Ａ  Ｃ  Ｅ 

表Ⅰ 表Ⅱ 

 

〔№ ４〕 正答 ４    

 いま、三郎以外の発言が正しいとすると、他の４人はＤよりも順位が下となる。三

郎は、Ｄは２位といっているのでこれは間違いであるから、Ｄを１位とすると、今度

はＣの順位が矛盾することになる。よって、Ｄの２位は正しい。また、Ｃに関する発

言に矛盾があることがわかっているので、その矛盾を解決するためには五郎の発言を

間違いとしても無駄である。よって、Ｃの３位も正しい。ここで、１位になれるのは

ＡかＢかＥであるが、Ａが１位とすると、一郎と八郎の発言が間違いとなり矛盾する。

また、Ｅが１位とすると、四郎・六郎の発言が間違いとなる。よって、Ｂが１位であ

り、四郎の発言が誤りであることがわかる。よって、Ｂ＞Ｄ＞Ｃ＞Ｅ＞Ａという順位

であることがわかる。 

 

〔№ ５〕正答 ３ 

見取図を以下に示す。条件から、⑥と⑮、⑧と⑰は別の辺として数えると、全部で

20 本ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

⑴ Ａ Ｄ Ｃ Ｇ Ｅ Ｂ Ｆ 

⑶ Ｇ Ｄ Ａ Ｆ Ｃ Ｂ Ｅ 

①

②

③

④
⑤

⑥ ⑦

⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭⑮

⑯

⑰
⑱

⑲

⑳
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〔№ ６〕正答 ４ 

１ 入社の年齢がわからないので不明。 

２ パーセントの数値のままで勤続年数１年、２年、３年、……11 年の重みで平均

してみるとＡ社は約 4.79 年、Ｂ社は 4.72 年。 

３ 表は在職年数である。退職年数までは不明。 

４ Ａ社は 20.6％、Ｂ社は 20.7％である。 

５ この表からはわからない。 
 


